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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ホスファチジルコリンの含有量が６０質量％以上である水素添加リン脂質（ただ
し、リゾリン脂質のリゾ化率が６０％以上のものを除く）と、（ｂ）分岐をもつ、高級脂
肪酸および高級アルコールの中から選ばれる１種または２種以上と、（ｃ）多価アルコー
ルと、（ｄ）水を含み、（ａ）成分：（ｂ）成分＝１：０．０１～１：０．４（質量比）
であって、化粧水、シート状基剤に含浸させる含浸液、および美容液のいずれかである、
透明乃至半透明の化粧料。
【請求項２】
　（ｂ）成分がイソステアリン酸および／またはイソステアリルアルコールである、請求
項１記載の化粧料。
【請求項３】
　Ｌ値が４０～１００である、請求項１または２記載の化粧料。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は化粧料に関する。さらに詳しくは、浸透感に優れ、べたつかず、塗布後の肌が
柔らかい等の効果実感に優れ、かつ、安定性に優れる、半透明乃至透明な化粧料に関する
。
【背景技術】
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【０００２】
　化粧水をはじめとする皮膚化粧料は、浸透感に優れ、べたつかず、塗布後の肌が柔らか
い等の効果実感に優れることが求められる。一方、レシチンの主成分であるリン脂質は生
体膜の構成成分として知られており、安全性の高い天然由来の界面活性剤として従来から
利用されている。さらには生体膜構成成分のため肌との親和性が良く効果実感に優れた成
分として着目され、化粧品基剤への応用がなされている。（例えば特許文献１参照）。
　しかしながらレシチンを化粧水等の低粘度の化粧料に配合した場合、析出してしまう懸
念がある。そこで分散性を高めるためにノニオン性界面活性剤を併用することが多い（例
えば特許文献２参照）。しかしノニオン性界面活性剤は、系の安定性を高めるものの、多
めに配合した場合などは、レシチンならではの効果実感を損ねる傾向がある。
【０００３】
　そのため、レシチンのもつ効果実感を損なわず、安定性にも優れる化粧料の開発が求め
られている。
【０００４】
　なおレシチンを用いた本発明に近い従来技術として、大豆レシチン等のリン脂質を、良
溶媒である多価アルコールに溶解した後、貧溶媒である別の多価アルコールを添加してラ
メラ液晶を形成し、これに水や水溶液を緩徐に滴下して微細なリポソーム分散水溶液を調
製する方法や（特許文献３参照）、特定のモノアシル型リン脂質を含む可溶化型透明化粧
料（特許文献４参照）等が知られている。しかしながらこれら文献には、レシチンのもつ
効果実感を損うことなく安定性にも優れ、しかも外観が半透明乃至透明な化粧料を得ると
いうことについて記載や示唆はない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開昭６２－９３２３９号公報
【特許文献２】特許第３２９８８６７号公報
【特許文献３】特開平４－２０８２１６号公報
【特許文献４】特開平４－４９２１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記従来の事情に鑑みてなされたもので、効果実感（浸透感、べたつきがない
、塗布後の肌が柔らかい等）、安定性に優れる、半透明乃至透明な化粧料を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明は、（ａ）ホスファチジルコリンの含有量が６０質量
％以上である水素添加リン脂質（ただし、リゾリン脂質のリゾ化率が６０％以上のものを
除く）と、（ｂ）分岐をもつ、高級脂肪酸および高級アルコールの中から選ばれる１種ま
たは２種以上と、（ｃ）多価アルコールと、（ｄ）水を含み、（ａ）成分：（ｂ）成分＝
１：０．０１～１：０．４（質量比）であって、化粧水、シート状基剤に含浸させる含浸
液、および美容液のいずれかである、透明乃至半透明の化粧料を提供する。
【０００８】
　また本発明は、（ｂ）成分がイソステアリン酸および／またはイソステアリルアルコー
ルである、上記化粧料を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明により、効果実感（浸透感、べたつきがない、塗布後の肌が柔らかい等）、安定
性に優れる、透明乃至半透明な化粧料が提供される。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　以下、本発明について詳述する。
【００１３】
　（ａ）成分である水素添加リン脂質としては、例えば、大豆レシチン、卵黄レシチン等
の天然レシチンを常法に従って水素添加したもののほか、ホスファチジルコリン、ホスフ
ァチジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン等を水素添加したものなどが挙げられ
る。水素添加したリン脂質は不飽和基が少ないため安定性が向上し、それを化粧料に配合
した場合には熱や酸化に対してより安定性が高いものとなる。本発明では特に大豆レシチ
ン由来の水素添加大豆リン脂質が安定性の点から好ましい。
【００１４】
　（ａ）成分は、溶媒への溶解性等の点から、ホスファチジルコリン（ＰＣ）の含有量が
６０質量％以上、より好ましくは７５質量％以上のものが好ましく用いられる。ＰＣ含有
量が低い水素添加リン脂質を用いると、溶媒への溶解性が乏しく、好ましい液晶形成がな
されない。（ａ）成分の具体例としては、例えば、市販のものとしては、ＣＯＡＴＳＯＭ
Ｅ　ＮＣ－２１（ＰＣ含有量９０質量％以上、日本油脂（株）製）、ＣＯＡＴＳＯＭＥ　
ＮＣ－６１（ＰＣ含有量６０質量％以上、日本油脂（株）製）、ＮＩＫＫＯＬレシノール
Ｓ－１０Ｅ（ＰＣ含有量７５～８５質量％、日光ケミカルズ（株）製）、ＮＩＫＫＯＬレ
シノールＳ－１０ＥＸ（ＰＣ含有量９５質量％以上、日光ケミカルズ（株）製）、ベイシ
スＬＰ－６０ＨＲ（ＰＣ含有量６２～６８質量％、日清オイリオ（株）製）等が挙げられ
る。（ａ）成分は１種または２種以上が用いられる。
【００１５】
　（ａ）成分の配合量は、本発明化粧料中に０．００１～３質％が好ましく、より好まし
くは０．０１～１質量％、特に好ましくは０．０１～０．５質量％である。（ａ）成分の
配合量０．００１質量％未満では効果実感が低くなる傾向がみられ、一方、３質量％を超
えて配合すると析出等の安定性悪化となる傾向がみられる。
【００１６】
　（ｂ）成分は分岐をもつ、高級脂肪酸および高級アルコールの中から選ばれる１種また
は２種以上である。
【００１７】
　分岐をもつ高級脂肪酸としては、例えば、イソパルミチン酸、イソステアリン酸等の、
炭素原子数１２～２２の飽和脂肪酸が挙げられる。中でもイソステアリン酸が安定性等の
点から好ましい。
【００１８】
　分岐をもつ高級アルコールとしては、炭素原子数１２～２８の高級アルコールが挙げら
れ、中でもイソステアリルアルコールが安定性等の点から好ましい。
【００１９】
　本発明化粧料では、（ｂ）成分を、（ａ）成分：（ｂ）成分＝１：０．０１～１：０．
４（質量比）の割合で配合する。好ましくは１：０．０５～１：０．３（質量比）である
。（ｂ）成分の配合量を上記割合で配合することにより、化粧料の系の安定性をより高め
ることができる。
【００２０】
　（ｃ）成分である多価アルコールは、（ａ）成分に対する良溶媒および／または貧溶媒
である。良溶媒の多価アルコールとしては、１，３－ブチレングリコール、ジプロピレン
グリコール、プロピレングリコール等が例示される。貧溶媒の多価アルコールとしては、
グリセリン、ポリエチレングリコール４００、ポリオキシエチレン（以下「ＰＯＥ」と記
す）メチルグルコシド、ポリオキシプロピレン（以下「ＰＯＰ」と記す）メチルグルコシ
ド、ソルビトール、ＰＯＥ（１４）ＰＯＰ（７）ジメチルエーテル、ＰＯＥ（１７）ＰＯ
Ｐ（０４）ジメチルエーテル等が例示される。ただしこれら例示に限定されるものでない
。
【００２１】
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　本発明では（ｃ）成分として、良溶媒、貧溶媒、あるいはこれら良溶媒および貧溶媒を
組み合せて、任意の１種または２種以上を用いることができる。良溶媒と貧溶媒の両者を
併用するのが、安定性、使用感等の点から好ましい。良溶媒と貧溶媒を組み合せて配合す
る場合、良溶媒：貧溶媒＝４：１～１：２（質量比）の割合で用いるのが好ましく、より
好ましくは２：１～１：１（質量比）である。
【００２２】
　本発明化粧料では、（ａ）～（ｄ）成分を組み合せることによって初めて、効果実感（
浸透感、べたつきがない、塗布後の肌が柔らかい等）に優れ、安定性に優れる、半透明乃
至透明な化粧料を得ることが可能となった。
【００２３】
　なお、本発明において「透明乃至半透明」とは、精製水の透明度を１００とし、全く光
の透過がない場合を０としたときの透明度４０～１００の範囲のものをいう。牛乳様に白
濁したエマルジョンは透明度１５以下である。透明度の測定は常法によることができ、例
えば分光光度計等を用いて行うことができる。
【００２４】
　本発明化粧料は、従来のように、化粧水等の低粘度な系においてノニオン性界面活性剤
を配合しなくとも、安定性に優れるという効果を奏するが、安定性をより一層高めるとい
う点から、所望によりさらに親水性の界面活性剤を配合してもよい。親水性の界面活性剤
としては、ＨＬＢ１０以上、好ましくはＨＬＢ１２以上の、非イオン界面活性剤やアニオ
ン界面活性剤が好ましく用いられる。
【００２５】
　親水性の非イオン界面活性剤としては、ＰＯＥ（１０～５０モル）２－オクチルドデシ
ルエーテル、ＰＯＥ（１０～５０モル）デシルテトラデシルエーテル、ＰＯＥ（１０～３
０モル）ベヘニルエーテル、ＰＯＥ（１０～５０モル）セチルエーテル、ＰＯＥ（２０～
６０モル）ソルビタンモノオレート、ＰＯＥ（１０～６０モル）ソルビタンモノイソステ
アレート、ＰＯＥ（１０～５０モル）フィトステロールエーテル、ＰＯＥ（２０～１００
）硬化ヒマシ油誘導体、ＰＯＥ（５～３０モル）ＰＯＰ（５～３０モル）２－デシルテト
ラデシルエーテル、ＰＯＥ（１０～５０モル）ＰＯＰ（２～３０モル）セチルエーテル、
ＰＯＥ（１０～８０モル）グリセリルモノイソステアレート、ＰＯＥ（１０～３０モル）
グリセリルモノステアレート、ポリエーテル変性シリコーン等が挙げられる。中でも、Ｐ
ＯＥ（３０モル）２－オクチルドデシルエーテル、ＰＯＥ（３０モル）フィトステロール
エーテル、ＰＯＥ（６０モル）硬化ヒマシ油誘導体、ＰＯＥ（３０モル）ベヘニルエーテ
ル、ＰＯＥ（２０モル）グリセリルモノイソステアレート、ＰＯＥ（１０モル）メチルポ
リシロキサン共重合体等が好ましい。市販品としては、ＮＩＫＫＯＬ ＨＣＯ－６０、Ｎ
ＩＫＫＯＬ ＢＰＳ－３０、ＮＩＫＫＯＬ ＢＢ－３０（以上、日光ケミカルズ社製）、Ｅ
ＭＡＬＥＸ ＧＷＩＳ－１２０（日本エマルジョン社製）、ＫＦ－６０１７（信越化学工
業社製）等が挙げられる。
【００２６】
　親水性のアニオン界面活性剤としては、例えば、ＰＯＥアルキルエーテルリン酸、ＰＯ
Ｅ・ＰＯＰアルキルエーテルリン酸、ＰＯＥステロールエーテルリン酸、ＰＯＥ・ＰＯＰ
ステロールエーテルリン酸、ＰＯＥアルキルエーテル酢酸、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエー
テル酢酸等が挙げられる。中でも、透明性や経時の安定性の点でＰＯＥアルキルエーテル
リン酸が好ましい。市販品としては、例えば、ＮＩＫＫＯＬ ＴＤＰ－１０、ＮＩＫＫＯ
Ｌ ＤＤＰ－８、ＮＩＫＫＯＬ ＴＣＰ－５（以上、日光ケミカルズ社製）、クロダフォス
Ｎ１０Ａ（クローダ ジャパン社製）が挙げられる。
【００２７】
　これら親水性の界面活性剤を配合する場合、配合量は（ａ）成分に対して約１／４（質
量比）以下とするのが好ましく、より好ましくは１／１０（質量比）以下である。界面活
性剤の配合量が多すぎると使用性効果（効果実感）の低下が懸念される。
【００２８】
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　本発明の化粧料には、本発明の効果を損なわない範囲で、上記成分のほかに、通常化粧
料に基剤として配合される成分、例えば、油分（炭化水素油、合成エステル油、シリコー
ン油、液体油脂、個体油脂、ロウ類等）、粉末成分、水溶性高分子（天然、半合成、合成
）、増粘剤、紫外線吸収剤、金属イオン封鎖剤、低級アルコール、糖類（単糖、オリゴ糖
、多糖）、保湿剤、界面活性剤、有機アミン、ｐＨ調整剤、ビタミン類、酸化防止剤、酸
化防止助剤、その他の配合可能成分（例えば、防腐剤、消炎剤、美白剤、各種植物抽出物
、賦活剤、血行促進剤、抗脂漏剤、抗炎症剤など）を、必要に応じて適宜配合することが
できる。ただしこれら例示に限定されるものでない。
【００２９】
　本発明の化粧料の剤型は、皮膚に適用可能であれば特に限定されるものでないが、化粧
水、シート状基剤に含浸させる含浸液、美容液等が挙げられる。
【実施例】
【００３０】
　以下に実施例を挙げて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれによってなん
ら限定されるものではない。配合量は特記しない限りすべて質量％である。
【００３１】
　［透明性（Ｌ値）］
　分光光度計（サカタインクエンジニアリング（株））製を用いて、室温にてＬ値を測定
した。コントロールとして蒸留水の透明度を１００として、４０～９８未満の範囲のもの
を半透明、９８～９９．５未満の範囲のものを透明、９９．５～１００の範囲のものを極
めて透明と判定した。
【００３２】
　［温度安定性］
　０℃、室温（ＲＴ）、３７℃、５０℃での温度試験（４週間恒温槽で放置）を行い、次
の基準に従って評価した。
（評価基準）
◎：０℃、ＲＴ、３７℃、５０℃のいずれにおいても外観に変化を生じなかった。
○：０℃、ＲＴ、３７℃において外観に変化を生じなかった。５０℃ではわずかに析出、
凝集、分離等外観に変化を生じたが、実用上問題ない程度であった。
○△：３７℃、ＲＴにおいて外観に変化を生じなかった。０℃、５０℃ではわずかに析出
、凝集、分離等外観に変化を生じたが、実用上問題ない程度であった。
△：ＲＴにおいて外観に変化を生じなかった。０℃、３７℃、５０℃では析出、凝集、分
離等外観に変化を生じた。
×：試料調製直後から凝集、析出傾向にあり、４週間後は０℃、ＲＴ、３７℃、５０℃の
いずれにおいても析出、凝集、分離等外観に変化を生じた。
【００３３】
　［浸透感］
　専門パネル（１０名）により、実使用試験を実施し、肌への浸透感について官能評価を
行い、下記評価基準により評価した。
（評価基準）
◎：１０名中９名以上が、肌への浸透感がいいと回答
○：１０名中７～８名が、肌への浸透感がいいと回答
○△：１０名中５～６名が、肌への浸透感がいいと回答
△：１０名中３～４名が、肌への浸透感がいいと回答
×：１０名中２名以下が、肌への浸透感がいいと回答
【００３４】
　［べたつきのなさ］
　専門パネル（１０名）により、実使用試験を実施し、べたつきのなさについて官能評価
を行い、下記評価基準により評価した。
（評価基準）
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◎：１０名中９名以上が、べたつかないと回答
○：１０名中７～８名が、べたつかないと回答
○△：１０名中５～６名が、べたつかないと回答
△：１０名中３～４名が、べたつかないと回答
×：１０名中２名以下が、べたつかないと回答
【００３５】
　［肌の柔らかさ］
　専門パネル（１０名）により、実使用試験を実施し、肌の柔らかさについて官能評価を
行い、下記評価基準により評価した。
（評価基準）
◎：１０名中９名以上が、塗布後の肌が柔らかいと回答
○：１０名中７～８名が、塗布後の肌が柔らかいと回答
○△：１０名中５～６名が、塗布後の肌が柔らかいと回答
△：１０名中３～４名が、塗布後の肌が柔らかいと回答
×：１０名中２名以下が、塗布後の肌が柔柔らかいと回答
【００３６】
　（実施例１～１５、比較例１～４）
　下記表１に示す各成分、配合量の処方の試料を常法により調製した。得られた試料を用
いて、上記評価方法に従い、透明性、温度安定性、効果実感（浸透感、べたつきのなさ、
肌の柔らかさ）について評価した。結果を表１に示す。
【００３７】
　表１中、「水素添加大豆リン脂質(*1)」は「ニッコールレシノールＳ－１０Ｅ」（日光
ケミカル社製。ＰＣ含有率７５～８５質量％）を用いた。なお比較例１～４では効果実感
の評価を行うことができなかった。
【００３８】
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【表１】

【００３９】
　（処方例１：化粧水）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－２ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　５
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（「ＣＯＡＴＳＯＭＥ　ＮＣ－６１」；日本油脂（株）製）
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
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ポリオキシエチレン（３０）フィトステロール　　　　　　　　０．０３
エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
【００４０】
　（処方例２：化粧水）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　５
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（「ＣＯＡＴＳＯＭＥ　ＮＣ－２１」；日本油脂（株）製）
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　　　　　１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
パルミチン酸レチノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
【００４１】
　（処方例３：保湿美容液）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　１０
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（「ニッコールレシノールＳ－１０Ｅ」；日光ケミカル（株）製）
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　　　　　１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
【００４２】
　（処方例４：化粧水）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　５
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（「ニッコールレシノールＳ－１０Ｅ」；日光ケミカル（株）製）
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イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　　　　　１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
パルミチン酸レチノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
【００４３】
　（処方例５：化粧水）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　５
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（「ベイシスＬＰ－６０ＨＲ」；日清オイリオ（株）製）
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
リノール酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
リノレイン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　　　　　１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
酢酸レチノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
【００４４】
　（処方例６：シート状マスク用含浸掖）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ヘキサメタリン酸ソーダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　３
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（「ニッコールレシノールＳ－１０Ｅ」；日光ケミカル（株）製）
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
ポリオキシエチレン（１０）フィトステロール　　　　　　　　０．０５
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明により、浸透感に優れ、べたつかず、塗布後の肌が柔らかい等の効果実感に優れ
、かつ、安定性に優れる、半透明乃至透明な化粧料が提供される。
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